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Ⅱ 救急概況             （平成３０年１月～１２月）  

１ 救急出動件数、救急搬送状況  
   平成３０年中の救急出動件数は、前年に比べて７４１件増加の１１ ,７０

２件、搬送人員は６８３人増加の１０，９８８人で、件数、人員ともに過去

最多となりました。        （図Ⅱ－１、Ⅱ－２、Ⅱ－３参照）  
 

図Ⅱ－１ 事故種別救急出動状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図Ⅱ－２ 事故種別救急搬送状況  
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３ 電話種別による１１９番着信状況 

 

 

２ 市町村別救急活動状況 

   平成３０年中、救急件数が増加した市町村は米子市６１９件、境港市７１

件、大山町４３件、南部町５２件となりました。日吉津村、伯耆町、江府町、

日南町は、僅かながら救急件数の減少が認められました。  

（図Ⅱ―４参照） 

 

図Ⅱ－４ 市町村別救急活動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米子市 境港市 日吉津村 大山町 南部町 伯耆町 日南町 日野町 江府町 圏域外

出動件数 7,332 1,572 173 885 446 504 324 209 238 19
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３ 傷病程度別搬送状況 

傷病程度別の搬送人員では、中等症が５，６３７人（５１．３％）で最も

多く、次いで軽症が３，９８８人（３６．３％）となっています。 

（図Ⅱ―５参照） 

 

図Ⅱ－５ 傷病程度別搬送状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 年齢別搬送状況 

年齢別の搬送人員では、６５歳以上の高齢者が６，９８３人（６３．６％）

と最も多くなっています。             （図Ⅱ―６参照） 

 
図Ⅱ－６ 年齢別搬送状況 
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５ 署所別救急活動状況 

  署所別では、米子消防署の出動件数及び搬送人員がそれぞれ４，０４０件

（３４．５％）、３，７０８人（３３．７％）と最も多くなっています。 

（図Ⅱ―７参照） 

図Ⅱ―７ 署所別救急活動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 月別救急活動状況 

月別の最多出動件数は、７月が１，１８９件（１０．１％）、続いて８月の１，

０９５件（９.３％）、１月１，０５４件（９％）、２月１，０３８件（８．８％）

となっています。 

搬送人員は、７月が１，１１９人（１０．１％）で最も多く、続いて８月の

１，０４６人（９．５％）、１月９７５人（８．８％）２月９６６人（８．７％）

となっています。                  （図Ⅱ―８参照） 

 

図Ⅱ－８ 月別救急活動状況 
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７ 現場到着所要時間、収容所要時間 

平均現場到着所要時間は８分１０秒で昨年より６秒増加し、平均収容所要

時間は３７分２１秒で前年より１２秒増加しました。 

（図Ⅱ―９、Ⅱ―１０参照） 

 

図Ⅱ－９ 現場到着所要時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１０ 収容所要時間 
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８ 応急手当実施状況   

心肺停止傷病者２６０人のうち、家族等により応急手当を受けた人は、１

２８人（４９．２％）でした。          （図Ⅱ―１１参照） 

 

図Ⅱ－11 応急手当実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 高度救命処置状況 

心肺停止傷病者２６０人のうち救急救命士の高度救命処置により、３４人

が回復されました。           （図Ⅱ―１２、Ⅱ－１３参照） 

 

図Ⅱ－１２ 高度救命処置件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１３ 医師引き継ぎ時の状況 
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１０ 救急講習件数の推移 

救急講習は毎年５００件程度の依頼があり、圏域住民９，０００人が受講

され、応急手当に対する意識の高さがうかがえます。 

（図Ⅱ―１４、Ⅱ―１５参照） 

 

図Ⅱ－１４ 過去５年間の救急講習件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１５ 過去５年間の救急講習人員推移 
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11 市町村別救急活動の推移です。過去 5 年間の救急件数の推移を見取ること

ができます。                   （表Ⅱ―１参照） 

 

表Ⅱ－１ 過去５年間の市町村別救急件数 

 

 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

件 数 6,088 6,300 6,628 6,713 7,332

搬 送 人 員 5,645 5,919 6,263 6,277 6,837

件 数 1,329 1,522 1,450 1,501 1,572

搬 送 人 員 1,265 1,451 1,389 1,428 1,493

件 数 152 128 145 178 173

搬 送 人 員 139 126 144 173 165

件 数 799 742 783 842 885

搬 送 人 員 736 697 746 790 834

件 数 384 388 369 394 446

搬 送 人 員 360 366 352 379 432

件 数 441 518 525 548 504

搬 送 人 員 410 498 502 520 478

件 数 346 345 327 336 324

搬 送 人 員 327 323 307 317 309

件 数 223 184 191 192 209

搬 送 人 員 217 175 184 176 190

件 数 229 197 223 245 238

搬 送 人 員 222 188 213 234 232

件 数 45 39 13 12 19

搬 送 人 員 40 29 9 11 18

件 数 10,036 10,363 10,654 10,961 11,702

搬 送 人 員 9,361 9,772 10,109 10,305 10,988
合 計

南 部 町

伯 耆 町

日 南 町

日 野 町

江 府 町

圏 域 外

日 吉 津 村

大 山 町

米 子 市

境 港 市
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Ⅲ 救助概況             （平成３０年１月～１２月）  

１ 事故種別救助出動状況  
  救助出動件数は１９５件あり、そのうち交通事故が８０件（４１．０％）、

火災が４８件  （２４．６％）、その他の事故が４３件（２２．１％）、建物

等による事故が１７件（８．７％）水難事故が４件（２．１％）、ガス・酸

欠事故が２件（１．０％）、機械による事故が１件（０．５％）の順となっ

ています。                   （図Ⅲ－１参照）  
 

図Ⅲ－１ 事故種別救助出動状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事故種別救助活動状況  

  救助活動件数は１４９件あり、そのうち交通事故が５０件（３３．６％）、

火災が４８件 （３２．２％）、その他の事故が３６件（２４．２％）、建物等

による事故１０件（６．７％）水難事故が３件（２．０％）、ガス・酸欠事故

が１件（０．７％）、機械による事故１件 （０．７％）の順となっています。 

（図Ⅲ－２参照）  
図Ⅲ－２ 事故種別救助活動状況  
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３ 事故種別救助人員状況  

  救助活動により救助された人員は１１５人であり、そのうち交通事故が６

２人（５３．９％）と最も多く、次いでその他の事故が３６人（３１．３％）、

建物等による事故９人（７．８％）、火災が４人（３．５％）、水難事故が２

人（１．７％）、ガス・酸欠事故が１人（０．９％）、 機械による事故が１人

（０．９％）、の順となっています。        （図Ⅲ―３参照） 

 

図Ⅲ－３ 事故種別救助人員状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 管轄別救助活動状況 

   消防署の管轄別に出動件数を見ると、米子消防署が１１１件（５６．９％）

と最も多く、次いで大山消防署が４１件（２１．０％）、境港消防署が２２件

（１１．３％）、江府消防署が２１件（１０．８％）の順となっています。 

                          （図Ⅲ―４参照） 

図Ⅲ－４ 管轄別救助活動状況 
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５ 市町村別救助活動状況 

市町村別に救助活動状況を比較して見ると、出動件数、活動件数、救助人

員ともに、米子市が最も多く出動件数１０５件（５３．８％）、次いで大山町

が３２件（１６．４％）、境港市が１５件（７．７％）、南部町が９件（４．

６％）等の順となっております。            （図Ⅲ―５参照） 

 

図Ⅲ－５ 市町村別救助活動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 月別救助活動状況 

月別の救助出動件数を見ると、３月が２２件（１１．３％）と最も多く、

次いで４月と７月が２０件（１０．３％）、５月が１９件（９．７％）、１月

が１７件（８．７％）等の順となっています。    （図Ⅲ―６参照） 

 
図Ⅲ－６ 月別救助活動状況 
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